
２０１６（平成２８年） ． ３． １５/No.１１４８ 月２回（１日・１５日）発行

http://www.city.higashiyamato.lg.jp/東大和市ホームページアドレス

東やまと市報 
HIGASHIYAMATO

東やまと市報 
HIGASHIYAMATO

章 市 

発行／東大和市　編集／企画財政部秘書広報課（〒２０７-８５８５）東大和市中央３ � ９３０　�０４２－５６３－ ２１１１（市役所代表）　ファクス０４２－ ５６３－５９３２

今号の主な記事

市役所（本庁舎）の

　土曜窓口をご利用ください  …………2面

うまかんべぇ～祭  ………………………3面

東大和市消防団（特集ページ）  ……4・5面

情報マップ・医師会コーナー  ………６・７面

 ハミングホール・市民記者レ ポート……8面

　

通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
の
今
年

度
設
置
分
の　

台
が
設
置
さ
れ
、

２５

順
次
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

・　

年
度

２７

２８

の
２
か
年
で
、
東
京
都
の
補
助

金
を
活
用
し
、
市
内
小
学
校　
１０

校
の
通
学
路
に
、
１
校
あ
た
り

５
台
ず
つ
、
計　

台
を
防
犯
上

５０

必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
に
設
置

す
る
も
の
で
す
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
不

審
者
情
報
や
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
に
、

市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、

ま
た
、
設
置
場
所
付
近
の
方
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
設

置
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
２
１
ま
で
。

■
多
摩
湖
駅
伝
大
会
に
伴
い
交
通

規
制
を
行
い
ま
す

　

第　

回
多
摩
湖
駅
伝
大
会
を

２６

３
月　

日
（
祝
日
）
に
実
施
し
ま

２０

す
。
開
催
に
伴
い
、
多
摩
湖
自
転

車
道
を
使
用
す
る
た
め
、
一
部
の

区
間
で
交
通
規
制
等
を
行
い
ま
す
。

通
行
す
る
方
や
近
隣
の
方
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
（
祝
日
）
午

２０

前
９
時
〜
午
後
１
時

▽
交
通
規
制
区
間　

多
摩
湖
自
転

車
道
の
２
区
間
（
左
図
の
と
お
り
）

▽
規
制
対
象　

多
摩
湖
自
転
車
道

を
通
行
す
る
歩
行
者
、
自
転
車
等

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内
線

１
５
５
５
ま
で
。

　

多
摩
湖
周
辺
道
路
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
目
安
と
な
る
よ
う
、
距
離

標
示
を
路
面
に
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
標
示
は
、
日
本
初

女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
発

祥
地
の
記
念
碑
「
水
の
精
像
」

を
起
点
と
し
て
い
ま
す
。

▽
コ
ー
ス　

�
多
摩
湖
全
周
コ
ー
ス
（　
１１

・　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

８２５
�
多
摩
湖
半
周
コ
ー
ス
（
７

・　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

２４２
�
公
園
周
回
コ
ー
ス
（
２
・

　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

４０７▽
距
離
標
示　

各
コ
ー
ス
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と

※
詳
細
は
「
観
光
マ
ッ
プ
」

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・

内
線
１
５
５
４
ま
で
。

多
摩
湖
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス 

距
離
標
示
を
設
置 

　

市
内
の
観
光
情
報
や
子
育
て

に
役
立
つ
情
報
が
集
ま
る
ア
プ

リ
「
東
大
和
ス
タ
イ
ル
」
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
、
ま
ち
歩
き
に
役
立

つ
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

子
育
て
に
つ
い
て
は
、
健
診
や

予
防
接
種
の
受
診
状
況
や
予
定

が
送
ら
れ
て
く
る
プ
ッ
シ
ュ
通

知
機
能
や
、
利
用
者
同
士
が
情

報
交
換
で
き
る
掲
示
板
機
能
等
、

様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
ア

プ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
へ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
た
は
健
康
課
・

内
線
１
１
８
１
ま
で
。

特　集 

東大和市消防団 
守りたい町がある。 
守りたい人がいる。 

4・5面 

道 

多摩湖
通り 

多摩湖通り 

村山貯水池 
　駐在所 

武蔵 
大和駅 

西武 
遊園地駅 

多　摩　湖  多摩湖 

交通規制区間（多摩湖自転車道） 

西
武
多
摩
湖
線 

多摩湖駅伝大会開催に伴う交通規制案内図 

多摩湖自転車道 

多 摩 湖 自 転 車 

都立 
狭山公園 

ご理解ご協力をお願いします 

通学路防犯カメラ 

市内小学校の通学路に 

25台を設置 

観
光
・
子
育
て
ア
プ
リ 

　
　
「
東
大
和
ス
タ
イ
ル
」 

有害ごみ 

  ごみの分別にご協力ください 
 
◎引越し等によるごみは、一度に多量に排出しないで数回に分けて、収
　集日当日の朝 8 時までに所定の場所へ出してください。 
　※収集後に出されたものは収集しませんのでご注意ください。  
◎不燃ごみの収集日に、有害ごみやスプレー缶類は排出できません。不
　燃ごみの中に有害ごみ等が混ざると、火災等の発生につながります。
　必ず、有害ごみは「缶・びん・有害ごみ」の収集日に、スプレー缶類
　は「缶・びん・スプレー缶類」の収集日に排出してください。 
 
 
　　  ●　乾電池（ボタン電池含む） 
　　  ●　蛍光管（電球型含む） 
　　  ●　ライター 
　　  ●　水銀体温計等 
 ※品目ごとに透明または半透明の袋に入れて排出してください。  
◎プラスチック製品 
　　  ●　15㎝未満…可燃ごみ 
　　  ●　15㎝以上で指定収集袋に入るもの…不燃ごみ 
　　  ●　指定収集袋に入らないもの…粗大ごみ 
　※木製やプラスチック製の粗大ごみも、小さく解体すれば通常のごみ収
　 集に排出できる場合があります。  
◎パソコンやテレビ等、市で収集できないものや粗大ごみは、ごみ分別
　ガイドに記載された方法で処理してください。  
◎注意シールを貼られたものは、出した方が正しく出し直してください。
　指定収集袋に入っていても、分別されていないものは収集しません。
　分別については、ごみ分別ガイドをご参照ください。  
■祝日のごみ収集 
　 3月21日豺のごみ収集は、ごみ排出カレンダーのとおりです。 　 
　問合せ　ごみ対策課・内線1241まで。 

確認 
しましょう！ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト 

へ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

段
階
的
な
改
善
に
向
け
、
市
内

の
一
部
地
域
（
４
か
所
）
に
設

置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
り
、
各
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
テ
ス
ト
放
送
を
行
い
、

市
が
委
託
し
た
業
者
に
よ
っ
て
、

音
声
の
到
達
状
況
等
を
確
認
し

ま
す
。

　

調
査
対
象
地
区
の
皆
様
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▽
調
査
日
時　

３
月　

日
貂

２２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
随
時

※
１
箇
所
あ
た
り
約　

分
９０

▽
調
査
箇
所　

芝
中
中
央
公
園

設
置
の
ス
ピ
ー
カ
ー
（
蔵
敷
３

―　

―　

）、
蔵
敷
公
民
館
設
置

６９１

２０

の
ス
ピ
ー
カ
ー（
蔵
敷
２
―　

）、

３３７

熊
野
神
社
付
近
設
置
の
ス
ピ
ー

カ
ー
（
蔵
敷
１
―　

―
１
）、市

４３１

立
第
九
小
学
校
設
置
の
ス
ピ
ー

カ
ー
（
蔵
敷
２
―　

）
５４６

▽
テ
ス
ト
放
送
の
文
言　

「
こ

ち
ら
は
防
災
東
大
和
で
す
。
た

だ
い
ま
音
響
調
査
の
た
め
、
試

験
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
」

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

防災行政無線の 

　　音響調査を 

　　　実施します 

ミュージックチャイムの放送時間が変わります 現在、午後 4 時 30分に放送しているミュージックチャイムは、4 月 １日か ら 9 月末日まで、午後 5 時
 30分に放送します。お間違えのないよう、ご注意ください／問合せ　秘書広報課・内線1411まで
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平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保

２７

険
税
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
以
下
「
保
険
税
（
料
）」）

を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引

落
と
し
）
で
納
付
し
て
い
る
方

及
び
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る

方
を
対
象
に
、
４
月
以
降
の
年

金
か
ら
平
成　

年
度
の
保
険
税

２８

（
料
）の
仮
徴
収
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
仮
徴
収
は
、
平
成　

年
２８

度
の
保
険
税（
料
）が
７
月
に
決

定
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
４
月
、

６
月
、
８
月
に
支
給
さ
れ
る
年

金
か
ら
、
平
成　

年
度
の
暫
定

２８

的
な
保
険
税（
料
）を
納
付
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
な
お
、

保
険
税（
料
）の
決
定
後
、
年
間

の
保
険
税（
料
）か
ら
仮
徴
収
額

を
除
い
た
金
額
を　

月
、　

月
、

１０

１２

２
月
の
年
金
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
で
す
。
現
在
、

特
別
徴
収
と
な
っ
て
い
る
方
の

仮
徴
収
額
は
、
原
則
、
２
月
の

特
別
徴
収
額
と
同
額
と
な
り
ま

す
。

　

新
た
に
特
別
徴
収
に
な
る
方

の
仮
徴
収
額
は
、
原
則
と
し
て

平
成　

年
度
の
保
険
税（
料
）を

２７

６
で
除
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
す
る

方
へ　

特
別
徴
収
を
中
止
し
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収

▽
新
た
に
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方　

平
成　

年
２７

　

月
２
日
ま
で
に　

歳
に
な
っ

１０

６５

た
方
、
ま
た
は
転
入
し
た
な
ど

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
国
保

被
保
険
者
全
員
が
、　

歳
〜　

６５

７４

歳
（
平
成　

年
度
中
に　

歳
に

２８

７５

な
る
方
が
い
る
世
帯
は
除
く
）

の
世
帯
の
世
帯
主
の
方
。な
お
、

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

の
年
額
が　

万
円
以
上
で
、
国

１８

民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

を
合
わ
せ
た
金
額
が
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

▽
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ　

仮
徴

収
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
３

月
下
旬
に
、「
国
民
健
康
保
険
税

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
兼
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
を
郵
送
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
３
ま
で
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

仮
徴
収

▽
新
た
に
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方　

平
成　

年
２７

　

月
２
日
ま
で
に　

歳
に
な
っ

１０

７５

た
方
（　

歳
以
上
で
障
害
認
定

６５

を
受
け
た
方
を
含
む
）、ま
た
は

平
成　

年
４
月
２
日
〜　

月
１

２７

１０

日
の
間
に
転
入
し
た
な
ど
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
方
。
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が　

万
円
以
上
で
、
後
期
高

１８

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
金
額
が
、
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
等
の
方

▽
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ　

４
月

か
ら
新
た
に
仮
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮

徴
収
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
を
郵
送
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
６
ま
で
。

　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保

６５
険
料
は
市
が
徴
収
を
行
っ
て
お

り
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

る
徴
収
（
特
別
徴
収
）
が
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
前
年

の
所
得
で
段
階
が
決
定
し
ま
す

が
、
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を

徴
収
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

４
月
、
６
月
、
８
月
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
の
保

険
料
と
同
額
を
「
仮
徴
収
」
し

ま
す
（
６
月
及
び
８
月
の
額

は
、
通
知
の
う
え
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　

新
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定

後
、
年
間
の
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
額
を
除
い
た
額
を　

月
、　

１０

１２

月
、
翌
年
２
月
に
徴
収
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
介
護

２８

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
６
月
末

ま
で
に
決
定
し
、
７
月
上
旬
に

は
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

兼
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」
に

よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

�

　

市
役
所
の
本
庁
舎
で
は
、
毎

週
土
曜
日
に
窓
口
の
一
部
を
開

庁
し
て
い
ま
す
。

　

取
扱
業
務
・
必
要
書
類
な
ど

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
の
施
設
に
設
置
す
る
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
開
庁
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
開
庁
日
時　

毎
週
土
曜
日
午

前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
及
び
年
末
年
始
（　

月
１２

　

日
〜
１
月
３
日
）
は
閉
庁
し

２９ま
す
。

▽
開
庁
す
る
課
・
取
扱
業
務　

下
表
の
と
お
り

※
窓
口
の
状
況
に
よ
り
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
開
庁
課
へ
の
お

問
合
せ
は
、
月
〜
金
曜
日
に
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

市
役
所
（
本
庁
舎
）
の 

 
土
曜
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　

中
央
図
書
館
で
は
小
・
中
学

校
春
期
休
業
中
、
試
験
的
に
会

議
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
し

ま
す
。

▽
対
象　

５
年
生
以
上
の
小
学

生
及
び
中
高
生
で
東
大
和
市
の

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
方
（
図
書
館
未
登
録
の
方

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

▽
日
時　

３
月　

日
貍
〜
４
月

２６

４
日
豺
午
前　

時　

分
〜
午
後

１０

３０

４
時　

分
〔
図
書
館
休
館
日（
３

４５

月　

日
貂
）
は
除
く
〕

２９

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

１８

▽
利
用
方
法　

中
央
図
書
館
２

階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
で
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
を
預
け
、
自
習

利
用
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

利
用
時
に
ご
説
明
し
ま
す
。

▽
利
用
内
容　

個
人
で
の
学
習

（
自
習
）
に
限
る
。
グ
ル
ー
プ

学
習
、
話
し
合
い
、
場
所
を
広

く
使
う
よ
う
な
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
会
議
室
内
は
飲

食
禁
止
で
す
。
そ
の
他
、
注
意

事
項
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

自
習
室
と
し
て
 

　
　
　
開
放
（
試
行
）

中
央
図
書
館
会
議
室
 

4
月
以
降
の
年
金
か
ら

　
仮
徴
収
を
行
い
ま
す

介
護
保
険
料
 

国
民
健
康
保
険
税
 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4
月
以
降
の
年
金
か
ら

　
仮
徴
収
を
行
い
ま
す

取　　扱　　業　　務

�戸籍届出の受付（戸籍法に基づく届出受
　理は行いませんので、受理証明書などの
　即日発行はできません）
�戸籍の謄抄本などの戸籍関係証明書の発行
�自動車の臨時運行許可証（仮ナンバー）
　の返却
　�問合せ　戸籍係・内線1011まで
�住民異動届（転入・転出・転居など）の
　受付（国外からの転入届は除く）
　※異動届出に伴う他部署の業務に関連す
　　る預りなどの対応はできません。
�住民票の写しなどの住民基本台帳関係証
　明書の発行
�個人番号の通知カードの再交付の申請
�マイナンバーカードの交付及び再交付
　（毎月第 3 土曜日を除く）
�印鑑登録及び証明書の申請・発行
�特別永住者証明書の申請・交付
�電子証明書の発行及び失効の申請
　（毎月第 3 土曜日を除く）
　�問合せ　市民係・内線1017まで

市　

民　

課

�市・都民税の課税（非課税）証明書の発行
�原付バイクなどの登録及び廃車の届出
　�問合せ　市民税係・内線1051まで
�家屋評価証明書、家屋公課証明書、家屋
　証明書、家屋課税台帳記載事項証明書の
　発行
　�問合せ　家屋資産税係・内線1060まで
�土地評価証明書（近傍評価額を必要とす
　るものは除く）の発行
�土地公課証明書、土地証明書、土地課税
　台帳記載事項証明書の発行
　�問合せ　土地資産税係・内線1057まで

課　

税　

課

�納税証明書の発行
�市税の口座振替の申込み
　�問合せ　管理係・内線1091まで
�市税の収納
�納税相談
　※ 土曜日の相談には事前予約が必要ですの
　　で、金曜日（祝日の場合はその前日）の午後
　　 5 時までにご連絡ください。相談時間が
　　他の方と重なる場合は申込順とします。
　�問合せ　納税係・内線1041まで

納　

税　

課

取　　扱　　業　　務

■国民健康保険
�資格取得・喪失の届出(異動日の確認ができる
　証明書等が必要)
�転居・氏名変更などによる被保険者証の交換
�被保険者証、高齢受給者証の再交付
�短期被保険者証の発行
　�問合せ　国民健康保険税係・内線1023まで
�高額療養費、補装具等の療養費、第三者行為
　の申請
�人間ドックまたは脳ドックの受診料助成の申請
�葬祭費、出産育児一時金の支給申請
�限度額適用・標準負担額減額認定証の申請
　�問合せ　国民健康保険給付係・内線1021まで
　
■後期高齢者医療
�資格取得・変更・喪失の届出
�高額療養費、補装具等の療養費の申請
�人間ドックまたは脳ドックの受診料助成の申請
�葬祭費の支給申請
　
■国民年金
�資格取得・喪失の届出（異動日の確認ができ
　る証明書等が必要）
�保険料免除などの申請（年金記録確認を伴う
　ものは除く）
　�問合せ　高齢者医療年金係・内線1026まで

保　

険　

年　

金　

課

�児童手当の届出（資格取得・資格喪失・変更・
　現況届）
�乳幼児医療費助成の届出（資格取得・資格喪
　失・変更・現況届）
�義務教育就学児医療費助成の届出（資格取得・
　資格喪失・変更・現況届）
　�問合せ　手当・助成係・内線1761まで

子  
育  
て  
支  
援  
課

�施設型給付費及び地域型保育給付費の支給認
　定の申請（受付期間内の申請に限る）
�保育所等の利用の申請（受付期間内の申請に
　限る）
�希望する保育所等、家庭状況等の変更の届出
�保育所等の転所、退所等の届出　
�保育所の保育料の収納
　�問合せ　保育・幼稚園係・内線1751まで

保　

育　

課

【取り扱いができない主な業務】
市　民　課 ： 住民基本台帳ネットワークを利用する業務（住民票の写しの広域交付）、国外からの転入届の受付
　　　　　　ほか
保険年金課：異動日の確認ができない国民健康保険の資格取得・喪失の届出、国民年金の裁定請求（老齢基礎年
　　　　　　金、障害基礎年金、遺族基礎年金、寡婦年金）　ほか
課　税　課：申告受付、相談業務、所在証明、住宅用家屋証明書の発行、土地・家屋台帳などの閲覧　ほか
納　税　課：現金による還付金の受取り
子育て 支援課：ひとり親家庭等対象の手当等に関する業務全般及び全医療費助成の現金給付申請　ほか
保　育　課：入院助産の実施に関すること　ほか
※他機関への問合せが必要な場合など、平日とは同様に取り扱えない業務があります。また、開庁していない課
　の業務に係わる手数料等の納付は、取り扱うことができませんので、ご了承願います。

開 庁 す る 課 及 び 取 扱 業 務

第 1 1回男女共同参画川柳応募作品展 玉川上水駅北側そばにある東大和市ふれあい広場で、3月 17日（木） ～ 30日（水）まで展示して
います。正午から午後 6 時まで。休業日はありません／問合せ　企画課・内線 1425 まで
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今
年
も
「
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜

祭
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

５
回
目
を
迎
え
る
「
う
ま
か

ん
べ
ぇ
〜
祭
」
で
は
、
市
民
グ

ル
ー
プ
や
市
内
飲
食
店
な
ど　
１６

団
体
が
課
題
食
材
「
ひ
が
し
や

ま
と
茶
う
ど
ん
」「 
（
市
内
産
）

ほ
う
れ
ん
草
・
小
麦
粉
・
狭
山

茶
」
を
活
用
し
た
創
作
メ
ニ
ュ

ー
で
競
い
合
う
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
を
中
心
に
、
会
場
内
に
設

置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ

ン
ト
、
友
好
都
市
喜
多
方
市
の

物
産
展
、
同
時
開
催
で
行
わ
れ

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

戦
災
建
造
物
の
特
別
公
開
に
加

え
、
今
年
は
新
た
に
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
（
協
賛
者
限
定
）
も

開
催
す
る
な
ど
、
ご
来
場
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
出

展
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
た
方
と
審

査
員
の
総
合
評
価
で
入
賞
が
決

ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
審
査
に

参
加
し
て
一
緒
に
盛
り
上
が
り

ま
し
ょ
う
！

▽
日
時　

４
月　

日
貍
・　

日

２３

２４

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
開

１０

会
式
は
４
月　

日
貍
午
前
９
時

２３

　

分
か
ら
、
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

４０ト
表
彰
式
は
、
４
月　

日
豸
午

２４

後
３
時　

分
か
ら
）

２０

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

平
和
広
場

◎
共
催
イ
ベ
ン
ト　

う
ま
か
ん

べ
ぇ
〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
期
日　

４
月　

日
貍

２３

▽
ス
タ
ー
ト
受
付　

西
武
球
場

前
駅
（
午
前
９
時　

分
〜　

時
）

３０

１１

▽
ゴ
ー
ル
受
付　

う
ま
か
ん
べ

ぇ
〜
祭
会
場
（
午
後
２
時　

分
３０

ま
で
）、
完
歩
賞
あ
り

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

�

▽
第　

回
多
摩
湖
駅
伝
／
都
立

２６

狭
山
公
園
等
／
３
月　

日
（
祝

２０

日
）
午
前
８
時　

分
頃

３０

▽
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｕ　

年
ご
は
ん
フ

１００

ェ
ス
！
／
西
武
プ
リ
ン
ス
ド
ー

ム
内
及
び
西
武
球
場
前
広
場
／

３
月　

日（
振
替
休
日
）午
前　

２１

１０

時
〜
午
後
５
時

▽
旅
い
く
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ　
in

国
営
昭
和
記
念
公
園
／
国
営
昭

和
記
念
公
園
／
３
月　

日
貍
・

２６

　

日
豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

２７

１０

▽
ア
ン
パ
カ .

T
V
／
�
う
ま

べ
ぇ
�
が
、
動
画
配
信
サ
イ
ト

� 
ア 
ン 
パ 
カ .

Ｔ 
Ｖ
� 
に 
出
演

し
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
／
３
月　

日
頃
動
画

１４

公
開
予
定
／
「
ア
ン
パ
カ 
T
V
」

で
検
索

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

■
収
蔵
資
料
展
「
装
い
の
民
具
」

　

博
物
館
で
収
蔵
し
て
い
る
資

料
の
中
か
ら
、
冠
婚
葬
祭
に
ま

つ
わ
る
衣
装
や
制
服
の
ほ
か
、

装
い
に
関
わ
る
道
具
類
を
展
示

し
ま
す
。

▽
期
間　

３
月　

日
貍
〜
５
月

１９

　

日
豸

２９▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時▽
会
場　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
休
館
日　

月
曜
日
（
３
月　
２１

日
は
開
館
）、
３
月　

日
貂
、
５

２２

月
６
日
貊

■
自
然
観
察
会
「
空
堀
川
の
鳥

た
ち
」

　

サ
ギ
や
カ
モ
、
カ
ワ
セ
ミ
な

ど
野
鳥
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
集
合
場
所　

４
月
３

日
豸
午
前
９
時　

分
・
武
蔵
大

３０

和
駅
下
広
場

▽
場
所　

空
堀
川
（
清
水
橋
〜

高
木
橋
）

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡▽
申
込
み　

郷
土
博
物
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
春
番
組
と

春
休
み
特
別
番
組

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
３
月　
１９

日
貍
か
ら
春
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
曜
日

や
時
間
に
よ
り
、
投
影
内
容
が

異
な
り
ま
す
が
、
ど
の
番
組
も

星
座
解
説
が
あ
り
ま
す
。
メ
ガ

ス
タ
ー
の
星
空
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
投
影
途
中
で
の
入
退

場
は
で
き
ま
せ
ん
。
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
期
間　

３
月　

日
貍
〜

１９

６
月　

日
豸
（
休
館
日
は
除
く
）

１２

※
別
の
番
組
に
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
３
月　

日
貂
〜
４

２９

月
３
日
豸
は
春
休
み
特
別
番
組

も
投
影
し
ま
す
。

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

○
春
番
組
「
楽
し
い
星
座
さ
が

し
〜
絵
本
作
家 
H .

A .

レ
イ
の

世
界
（
春
夏
編
）」

　

絵
本
作
家 
Ｈ .

Ａ .

レ
イ
夫

妻
の
案
内
で
星
座
を
楽
し
く
探

す
た
め
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

休
館
日
を

除
く
毎
日
午
後
３
時
か
ら
（
投

影
時
間
は　

分
程
度
）

４５

○
ア
ン
コ
ー
ル
番
組
「
バ
ッ

ク
・
ト
ゥ
ー
・
ザ
・
ム
ー
ン
・

フ
ォ
ー
・
グ
ッ
ド
」

　

月
へ
の
一
番
乗
り
を
目
指
し

て
世
界
中
の
団
体
が
争
う
、
月

面
到
達
レ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
後
１
時
か
ら

（
投
影
時
間
は　

分
程
度
）

４５

○
こ
ど
も
番
組
「
ほ
し
み
る
お

じ
さ
ん
」

　

お
じ
さ
ん
と
、
う
し
く
ん
の

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
一
日
を
通
し

て
身
近
な
宇
宙
と
星
座
の
物
語

を
紹
介
し
ま
す
。

※
４
月
２
日
貍
・
３
日
豸
は
春

休
み
特
別
番
組
に
変
わ
り
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、祝
日
の
午
前　

時
か
ら（
投

１１

影
時
間
は
星
座
解
説
も
含
め
て

　

分
程
度
）

４０○
春
休
み
特
別
番
組
「
火
星
旅

行
へ
で
か
け
よ
う
」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
能
を

使
っ
て
、
宇
宙
旅
行
に
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
途
中
で
ク
イ
ズ
を

出
題
し
な
が
ら
火
星
に
向
か
い

ま
す
。

▽
投
影
日
時　

３
月　

日
貂
〜

２９

４
月
３
日
豸
午
前　

時
か
ら

１１

�
以
上
の
問
合
せ
・
申
込
み
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

　

東
大
和
市
が
加
盟
す
る
平
和

首
長
会
議
で
は
、
次
世
代
へ
被

爆
の
実
態
を
継
承
し
、
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
の
た
め
の
人
材

育
成
を
図
る
た
め
、青
少
年「
平

和
と
交
流
」
支
援
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間
等　

８
月
１
日
豺

〜　

日
貉
、
広
島
市
内
で
実
施

１０
▽
対
象
者　

東
大
和
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
で
、
大
学
１
年

次
を
終
了
し
、T

O
EIC

　

点
以

７００

上
の
英
語
力
を
有
す
る
年
齢　
４０

歳
未
満
の
方
（
そ
の
他
条
件
あ

り
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▽
参
加
費　

平
和
首
長
会
議
が

費
用
の
一
部
（
交
通
費
、
宿
泊

費
等
）
を
支
援

▽
応
募
方
法　

参
加
を
希
望
す

る
方
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
の
上
、
４
月
７
日
貅

ま
で
に
、
応
募
書
類
を
企
画
課

へ
メ
ー
ル（kikaku@

city.hig
ashiyam

ato.lg.jp

）
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

日
本
最
大
級　

万
株
の
福
寿

１００

草
群
生
地
、
山
都
町
沼
ノ
平
で

「
福
寿
草
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
す
。
黄
金
色
に
輝
く
福
寿
草

の
絨
毯
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
中
は
、
特
産
品
や
地
元
農

産
物
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

３
月　

日
（
祝

２０

日
）
〜
４
月
中
旬
（
予
定
）

▽
開
催
時
間　

午
前
9
時
〜
午

後
３
時

▽
場
所　

喜
多
方
市
山
都
町
福

寿
草
の
里　

沼
ノ
平

▽
協
力
金　
　

円
（
環
境
保
全

３００

及
び
福
寿
草
ま
つ
り
運
営
資
金

と
し
て
）

▽
問
合
せ　

沼
ノ
平
む
ら
お
こ

し
実
行
委
員
会
�
０
２
４
１
―

　

―
３
６
５
５

３８※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

　

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１

１
ま
で
。

観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
 

 ”う
ま
べ
ぇ
“の
出
没
情
報
 　

こ
の
Q
R
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と

ア
ン
パ
カ・
T
V
を

み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

郷土博物館からの 

　　　　お知らせ 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
 

　
　
　出
か
け
よ
う
！
」

福
寿
草
ま
つ
り

平
和
首
長
会
議
 

青
少
年
「
平
和
と
交
流
」

支
援
事
業
参
加
者
募
集

▽
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
貊
〜

５
月　

日
貂

３１

▽
閲
覧
開
始
日　

４
月
１
日
貊

※
共
に
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
。
土
曜
開
庁
時
に
縦

覧
・
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時

▽
場
所　

課
税
課
（
市
役
所
１

階
）

※
詳
細
は
、
左
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７ 
、
家
屋
資

産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま
で
。

平
成
 ２８
 年
度
 

固
定
資
産
の
価
格
等

縦
覧
・
閲
覧

4月23日（土） 

　　24日（日） 

表1　固定資産の価格等の縦覧
手数料記載されている項目縦覧をすることができる方縦覧帳簿の種類

無料
所在、地番、地目、地積、価格市内に所在する土地に対して固定資産

税が課税されている納税者
土地価格等
　　 縦覧帳簿

所在、家屋番号、種類、構造、
床面積、価格、建築年月

市内に所在する家屋に対して固定資産
税が課税されている納税者

家屋価格等
　　 縦覧帳簿

表2　固定資産の価格等の閲覧

手数料閲覧できる項目閲覧を求める
ことができる方

縦覧期間中
は無料、期
間外は有料

土地・家屋名寄帳（土地の所在、地番、地目、地積、価格、課税標準
額等と家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格、課税標準
額等を記載したもの）及び償却資産課税台帳の写しを交付します。

当該資産の
納税義務者

有料

借りている土地の所有者、所在、地番、地目、地積、価格、課税標準額借地人

借りている家屋の所有者、所在、家屋番号、種類、構造、床面積、
価格、課税標準額及びその敷地である土地の所有者、所在、地番、
地目、地積、価格、課税標準額

借家人

表3　窓口に持参するもの
①申請者が個人で、本人の場合：運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、住民基本台帳カー
ド（写真付き）、その他官公署が発行した写真付き資格証明など本人確認ができるもの（借地・借家人の
方が価格等の閲覧をするためには、前述の本人確認ができるもの及び借地・借家人を示す賃貸借契約書
等の書類が必要です）
②申請者が個人で、本人以外の場合：閲覧の対象となる固定資産を特定し、かつ閲覧に関する代
理権限を授与されたことを証する書類及び代理人本人であることが確認できるもの（①の本人確
認ができるもの）

③申請者が法人の場合（法人の使者による場合）：当該法人が作成した委任状または代理人選任届
（法人の代表者印が押印されたもの）、社員証及び使者本人であることが確認できるもの（①の本人
確認ができるもの）

ちょこバスで行く花見ツアー   4 月2 日（土）ちょこバスの「武蔵大和駅入口」（外回り 午前 10 時 10 分、内回り午前 10 時 30分下車の方対象）停留所
から多摩湖の桜を観光ガイドが案内します。参加費、申込み不要です／問合せ　産業振興課・内線 1074 まで
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東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
自
ら
の
命
を
か
け
て
救
助
活
動
を
行
っ
た
消
防
団
員
の
姿
を
憶
え
て
い
ま
す
か
。

　

東
大
和
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
精
神
で
、
日
頃

か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
郷
土
愛
と
使
命
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
集
団
、
東
大
和
市
消
防
団
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

時
間　

日

２４

３６５

　　

―
件
名
は
「
火
災
」。
本
文
に

は
住
所
―

　

こ
れ
は
、
火
災
が
発
生
し
た

際
に
、
消
防
団
員
に
送
ら
れ
る

メ
ー
ル
の
内
容
で
す
。

　

こ
の
メ
ー
ル
は
、　

時
間　

２４

３６５

日
、
時
を
選
ば
ず
送
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
た
消
防
団
員
は
、
い
ち
早

く
現
場
に
駆
け
付
け
、
消
火
・

救
出
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

　

普
段
は
仕
事
を
し
て
い
る
消

防
団
員
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て

は
、
全
員
が
参
加
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
団
員
同
士
で
支

え
合
い
な
が
ら
、
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
の
任
務

　　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
消
防
組
織

で
、
消
防
署
と
共
に
火
災
や
災

害
へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動

等
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
署
が
消
防
業
務
に
専
念

す
る
常
勤
の
職
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、消
防
団
は
、

団
員
が
各
自
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
も
、
災
害
等
の
際
に
は
そ
の

対
応
に
当
た
る
点
が
一
番
の
違

い
で
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
時

の
消
火
活
動
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
風
水
害
時
の
水
位
警
戒
や

土
の
う
積
み
、
地
震
発
生
時
の

救
助
活
動
や
避
難
誘
導
活
動
等

多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
時
か
ら
災
害

に
備
え
た
訓
練
や
所
有
機
材
の

整
備
点
検
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
や
点
検
は
、
団
員
の
仕
事

が
休
み
の
日
や
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
な
ど
に
行
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
消
防
の
魂
」

　　

東
大
和
市
消
防
団
の
歴
史
は
、

明
治　

年
の
「
消
防
組
」
創
設

２７

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
昭
和　

年
の
「
警
防
団
」

１４

へ
の
改
称
、
昭
和　

年
の
「
消

２２

防
団
」
へ
の
改
称
を
経
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、
団
員
定
数　
４８０

人
、
８
個
分
団
の
編
成
で
し
た

が
、
昭
和　

年
に
団
員
定
数　

２９

２４８

人
、
７
個
分
団
、
昭
和　

年
に

５２

団
員
定
数　

人
と
し
て
少
数
精

１８９

鋭
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

施
設
や
機
械
装
備
の
充
実
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
消
防
組
」
の
創
設
か
ら
今

年
で
約　

年
。こ
の
間
、「
消
防

１２０

の
魂
」
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
と
い
う
東
大
和
市

消
防
団
員
の
崇
高
な
使
命
感
は
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
に
も
起
因
し

て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
三
隊

　　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
同

時
多
発
し
、
消
火
活
動
に
加
え

て
救
出
救
助
活
動
や
避
難
誘
導

活
動
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
道
路
に
は
倒
壊
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
電
柱
等
の
障

害
物
が
あ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
車

を
使
用
し
た
活
動
は
困
難
な
状

況
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
東
大
和
市
消
防
団

で
は
、独
自
の
取
組
み
と
し
て
、

団
員
個
人
が
所
有
す
る
資
機
材

等
を
も
活
用
し
て
災
害
に
対
応

す
る
「
災
害
時
三
隊
」
を
、
平

成　

年
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

２０

　

バ
イ
ク
の
機
動
力
を
生
か
し

て
情
報
収
集
や
迅
速
な
救
助
を

行
う
「
機
動
二
輪
隊
」、
同
時
多

発
的
な
火
災
に
対
応
で
き
る
よ

う
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
に
可
搬
ポ
ン

プ
を
積
載
す
る
「
災
害
時
ポ
ン

プ
隊
」、団
員
所
有
の
重
機
や
特

殊
免
許
等
を
有
効
活
用
す
る

「
特
別
活
動
隊
」
で
す
。

　

１
年
に
一
回
行
わ
れ
る
訓
練

で
は
、
三
隊
が
連
携
し
て
情
報

収
集
か
ら
救
助
・
消
火
活
動
ま

で
を
行
い
、
大
規
模
災
害
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
献
身
的
な
活
動
は
、

東
大
和
市
消
防
団
員
の
高
い
使

命
感
を
表
し
て
い
ま
す
。

守
り
た
い
町
が
あ
る
。

　
　
　
守
り
た
い
人
が
い
る
。
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応
急
手
当
普
及
隊

　　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
負
傷
者

に
対
す
る
応
急
措
置
を
行
え
る

よ
う
、
団
員
全
員
が
普
通
救
命

講
習
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約　

人
の
団
員
は
応

５０

急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
有
し
、

平
成　

年
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

２３

団
員
で
応
急
手
当
普
及
隊
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
活
動
等
で
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の

隊
の
団
員
も
訓
練
に
参
加
し
、

地
域
住
民
に
対
す
る
応
急
救
護

知
識
・
技
術
の
普
及
及
び
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
と
な
で
し
こ

　　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、
女

性
消
防
団
員
「
や
ま
と
な
で
し

こ
」
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

北
多
摩
地
区
（　

団
）
の
消

１７

防
団
で
女
性
が
入
団
し
た
の
は
、

「
や
ま
と
な
で
し
こ
」
が
初
め

て
。
現
在
は
８
人
の
団
員
が
活

動
中
で
す
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
防
火
広

報
の
強
化
、
地
域
防
災
・
防
火

の
啓
発
等
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
応
急
手
当
の
指
導
。

「
や
ま
と
な
で
し
こ
」
で
は
現

在
、
５
人
の
団
員
が
応
急
手
当

指
導
員
の
資
格
を
有
し
、
救
命

講
習
等
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

北
多
摩
地
区
の
女
性
消
防
団

員
で
、
こ
の
資
格
を
有
す
る
の

は
「
や
ま
と
な
で
し
こ
」
が
初

め
て
。
彼
女
た
ち
の
熱
き
思
い

で
、
多
く
の
方
に
応
急
手
当
の

理
解
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

東大和市消防団データ（平成28年３月現在） 

・組織概要　　１本部、７個分団 
・団　員　数　　173人（うち女性８人） 
・施　　設　　分団詰所：市内７か所 
・装　　備　　指揮車１台、広報車１台、ポン 
　　　　　　　プ自動車７台、小型動力ポンプ 
　　　　　　　14台、車載用無線機９台 

◎団員を随時募集しています。 
　市内在住または在勤で、年齢 
　18歳以上60歳未満の方が対象 
　です（被服等の貸与あり）。 
　詳しくは、防災安全課・内線 
　1351まで。 

東大和市消防団長 

なかざわ　やすなり 

中澤 安成さん 

最も身近な 
防災機関として 

　平成25年12月に「消防団を中核とした地域防災 
力の充実強化に関する法律」が施行されました。 
この法律は、「地域住民の積極的な参加のもとに、消 
防団を中核とした地域防災力の充実強化を図り、住 
民の安全の確保に資すること」を目的としています。 
　消防団は発足以来、地域の人々に支えられ、地域の人々 
と共に進化、発展を遂げてきました。近年は、自治会や管 
理組合等の地域団体で、防災に対しての意識が高まり、消 
防団に対する訓練指導の要請も増加の傾向にあります。 
　これからも、消防団は最も身近な防災機関として法の精神を 
尊重し、市や東京消防庁北多摩西部消防署と共に市民の安心と 
安全のために力を尽くして参ります。 

１月 

３月 

６月 

９月 

12月 

出初式 
消防団の仕事初め。全団員に
よる徒列行進、ポンプ車によ
る車両行進のほか、一斉放水
等の消防演技も行われます。 

水防訓練 
水災による被害を最小限にす
るための訓練。水防本部運営
訓練、土のう作り、各種水防
工法の訓練等が行われます。 

総合防災訓練 
関係機関と合同で実施する最
大規模の訓練。市民参加型訓
練では、消火・救護方法等を
消防団員が指導しています。 

歳末警戒 
年末に各分団が担当地域を巡
回。空気が乾燥して火災が起
こりやすくなる時期に、火災
予防活動を実施しています。 

防災フェスタ 
東日本大震災追悼行事。防災
資器材・車両の展示、各種体
験等が行われます。市内一斉
避難訓練も同時実施です。 

東大和市消防団の主な活動 

消防団員インタビュー 
  せいわ　　 やすゆき 

清和  康之さん（32歳） 
所属：第七分団（平成27年４月入団） 
職業：自営業（飲食店） 
趣味：サッカー 
好きな言葉：初心忘るべからず 

●普段のお仕事は？ 
家族で経営する飲食店（居酒屋）で、接客やホールを担当して
います。勤務時間は、主に夜間です。 

●消防団に入ったきっかけは？ 
地元の先輩から誘いがあり、入団しました。 

●消防団に入って良かったことは？ 
消防団活動を通じて様々な人に出会え、人間関係のつながりが
増えたことです。 

●第七分団の雰囲気は？ 
30代の若い団員が多く、楽しくて話しやすい雰囲気です。訓練
などで失敗しても、みんなでフォローしてくれます。 

●入団を考えている方へのメッセージをお願いします。 
自分も入団当初は不安でいっぱいでしたが、支えてくれる仲間
がいます。消防団員は地域のことをよく知ることができ、市民
の方から感謝されることも多いです。ぜひ一緒に活動しましょう。 【仕事中の清和さん】 
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�

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
の
情
報
交
換
や
作
業

療
法
士
に
よ
る
遊
び
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／
３
月　
２４

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
休
日
急
患
診
療
所
の
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す

応
募
要
件　

看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
方
／
採
用
予
定
人
数

若
干
名
／
勤
務
日　

日
曜
日
・

祝
日
、
連
休
、
年
末
年
始
（
月

１
〜
３
回
程
度
）
／
勤
務
時
間

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
／

３０

勤
務
内
容　

医
師
介
助
等
／
時

給　

日
曜
日
・
祝
日
二
、
一
〇

〇
円
、
連
休
二
、
八
一
〇
円
、

年
末
年
始
三
、
二
九
〇
円
／
交

通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
交
付

　

４
月
１
日
以
降
利
用
可
能
な

平
成　

年
度
上
半
期
の
利
用
券

２８

を
３
月　

日
貂
か
ら（
土
・
日
曜

２９

日
、
祝
日
は
除
く
）交
付
し
ま
す
。

交
付
枚
数　

４
月
〜
９
月
の
６

か
月
分
と
し
て　

枚
（
５
月
以

３０

降
に
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、

毎
月
５
枚
ず
つ
減
ら
し
た
枚
数

と
な
り
ま
す
）
／
交
付
に
必
要

な
も
の　

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用

す
る
も
の
）、福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
者
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）
／
申

請
・
問
合
せ　

障
害
福
祉
課（
市

役
所
１
階
）・
内
線
１
１
２
３
ま

で
。

■
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
〜
○子
 

医
療
証
を
郵
送
し

ま
す

　

４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
で
、乳
幼
児
医
療
証（
○乳
 

医
療
証
）の
負
担
者
番
号
が「
８

８
１
３
８
４
３
３
」
の
方
に
○子
 

医
療
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
も

医
療
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○乳
 

医
療
証
の
負
担
者
番
号
が

「
８
８
１
３
２
４
３
６
」
の
方
は
、

所
得
制
限
を
超
え
て
い
て
、
○子
 

医
療
証
の
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

６
歳
の
３
月　

日
を
迎
え
た
こ

３１

と
に
よ
る
○乳
 

医
療
証
資
格
消
滅

の
通
知
を
４
月
上
旬
に
郵
送
し

ま
す
／
子
育
て
支
援
課
・
内
線

１
７
６
３
ま
で
。

■
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
／
期
日
・
場
所　

４
月

６
日
貉
は
新
堀
地
区
会
館
、
４

月　

日
貂
は
さ
く
ら
が
お
か
児

１２
童
館
、
４
月　

日
貂
は
か
み
き

１９

た
だ
い
児
童
館
、
４
月　

日
貉

２７

は
芋
窪
集
会
所
／
午
前　

時　
１０

３０

分
〜　

時　

分
／
事
前
申
込
不

１１

４５

要
／
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
体
育
施
設
利
用
料
金
減
額
・

免
除
に
該
当
す
る
団
体
は
申
請

を
お
願
い
し
ま
す

　

体
育
施
設
利
用
料
金
の
減
額

及
び
免
除
に
該
当
す
る
団
体
は
、

社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
の

承
認
が
必
要
で
す
。
平
成　

年
２８

度
に
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し

て
承
認
を
希
望
す
る
団
体
は
、

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い（
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
）。

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
組

織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が
半
数

を
超
え
て
い
る
団
体
（
子
ど
も

料
金
対
象
団
体
及
び
東
大
和
市

体
育
協
会
加
盟
団
体
は
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の
う
ち

活
動
が
広
く
市
民
に
開
放
さ
れ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
い
る
団
体
／
提
出
書
類　

社

�
�

�
�
�
�

会
教
育
関
係
団
体
承
認
申
請
書
、

団
体
規
約
、
構
成
員
名
簿
（
役

員
名
簿
及
び
会
員
名
簿
）、平
成

　

年
度
事
業
実
績
書
及
び
収
支

２７決
算
書
、
平
成　

年
度
事
業
計

２８

画
書
及
び
収
支
予
算
書
／
用
紙

配
布　

社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）
及
び
東
大
和
市
ロ
ン
ド

み
ん
な
の
体
育
館
（
市
民
体
育

館
）
／
申
込
み　

５
月　

日
貊

１３

ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
／
社
会
教
育
課
・

内
線
１
５
５
５
ま
で
。

病院？救急車？迷ったら �「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
前

回
検
査
を
受
け
た
方
に
は
往
復

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

新
た
に
は
か
り
を
使
用
す
る
方
、

は
か
り
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
５
、
東

京
都
計
量
検
定
所
検
査
課
�　
０３

―
５
６
１
７
―
６
６
３
８
へ
。

　

３
月
の
診
療
日
及
び
担
当
歯

科
医
院
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

▽
診
療
日　

３
月　

日
豺

２１

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
場
所　

大
川
歯
科
医
院
（
中

祝
日
等 

　

歯
科
応
急
診
療 

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

央
１
―
１
１
３
１
―　

）
�　

２１

０４２

―　

―
２
５
８
８

５６５
▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
歯
科
医
療
機
関
に

電
話
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
の
た
め
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。　

����������������

査
の
証
明
書
ま
た
は
診
断
書
が

必
要
で
す
。

�
心
臓
病
等
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
予
防
接

種
を
受
け
て
も
よ
い
と
い
う
医

師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

�
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
に
か
か

っ
た
後
、
一
定
期
間
内
は
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
病
気
が
治
っ
て
か
ら
接
種
が

で
き
る
ま
で
の
間
隔
は
、
麻
し

ん
は
４
週
間
、
風
し
ん
・
水
ぼ

う
そ
う
は
２
〜
４
週
間
、
そ
の

他
の
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
は
１
〜

２
週
間
で
す
。

大川歯科医院 

動物病院 

銀行 

中央通り 

青
梅
街
道
 

【
予
防
接
種
予
診
票
】

�
東
大
和
市
に
転
入
し
た
方

�
紛
失
等
で
東
大
和
市
の
予
診

票
を
持
っ
て
い
な
い
方

　

東
大
和
市
以
外
で
発
行
さ
れ

た
予
防
接
種
の
予
診
票
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

予
防
接
種
の
予
診
票
を
発
行

す
る
に
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

確
認
す
る
た
め
、
窓
口
で
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

　

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

■
乳
幼
児
の
予
防
接
種

�
予
防
接
種
の
ご
案
内
は
、
対

象
と
な
る
月
の
前
月
末
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
月
齢

及
び
年
齢
（
誕
生
日
）
に
な
る

ま
で
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

�
予
防
接
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決

め
ら
れ
た
接
種
期
間
、
接
種
間

隔
が
あ
り
ま
す
。
接
種
間
違
い

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
接
種
を
受
け
る
際
の
注
意
事

項
】

�
必
ず
事
前
に
医
療
機
関
で
予

約
し
、
親
権
者
（
両
親
・
成
年

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

後
見
人
等
）
の
方
が
同
伴
し
て

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
親
権
者
以

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

外
の
方
が
同
伴
さ
れ
る
場
合
は
、

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

委
任
状
（
任
意
書
式
）
が
必
要

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
な
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�

�
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
麻
し
ん
・

風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
は
、
体
温
表

も
必
要
で
す
。
３
日
前
か
ら
体

温
を
は
か
り
、
体
温
表
に
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
一
般
的
な
注
意
事
項
】

�
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と

の
あ
る
お
子
さ
ん
は
、
脳
波
検

予
防
接
種 

２８ 

平
成
　
年
度 

　

予
防
接
種 

■
事
業
用
計
量
器
定
期
検
査
〜

事
前
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

事
業
用
計
量
器（
は
か
り
）は
、

計
量
法
に
よ
り
２
年
に
１
度
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
こ
の
定
期
検
査

の
年
に
当
た
り
、
７
月
中
旬
頃

に
実
施
予
定
で
す
。

　

こ
の
検
査
に
先
立
ち
、
は
か

り
の
種
類
・
数
量
等
の
事
前
調

 予防接種はお早めに
【子どもの予防接種】
麻しん・風しん（ＭＲ）
　麻しん（はしか）は国内での自然発生はみられなくなったものの、排除に至らない国も多く、ま
だまだ国外から持ち込まれ流行する危険のある感染症です。また、風しん（三日はしか）と並び、重
い合併症を引き起こしたり、生命の危険を伴うことがあります。麻しん・風しんは有効な免疫を持
続させるため、1期（1歳児）及び2期（就学前の1年間）での2回接種となっています。いずれ
も、接種期間が1年間と短いため、予診票が届いたら、お早めに接種してください。
※接種機会を逃がしてしまった方は、市立保健センターにご相談ください。

日本脳炎特例（1期・2期）
　接種勧奨の中止により接種を完了できなかった平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方が対
象です。20歳未満まで1期（3回）・2期（1回）ともに公費（無料）で接種できます。現在は
国の通知に基づき、2期のご案内を順次開始しています。2期を接種する前に、1期を終了する必要
があります。接種対象の期間内に生まれた方で、1期の接種を完了していない方、転入等で東大和
市の予診票を持っていない方は、母子健康手帳を市立保健センターまでお持ちください。
※平成19年4月2日～平成21年10月1日生まれの方で、1期の対象年齢（3歳～7歳6か月）の期間中に
接種を完了していない方は、2期の対象年齢（9歳以上13歳未満）の間に、不足している回数分を公費（無
料）で接種できます。市立保健センターにご連絡ください。

長期にわたり療養を必要とする特定の疾患にかかり
既定の接種期間を過ぎてしまった方へ
　疾患の種類により、公費で接種を受けられる場合があります。接種を受けるには医師の診断書、市へ
の申請等が必要となります。詳細は市立保健センターにお問い合わせください。

入園・入学前に予防接種の確認を
　4月の入園・入学を前に、忘れている予防接種はありませんか。特に平成27年度対象の麻しん・
風しん（ＭＲ）2期は、公費による接種期限が3月31日貅となっています。4月1日貊以降の接種
は、体調不良等で接種を延期した場合であっても、自費となります。必要な予防接種は入園・入学前
に済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

【高齢者の予防接種】
高齢者の肺炎球菌感染症
　定期予防接種で、法に基づき、年度毎に対象者が決められています。平成27年度対象の方は、3月31
日貅が接種期限です。平成28年度に対象となる方には、5月以降、個別にご案内を送付します。接種費
用等の詳細は決定次第、市報、市のホームページ等でお知らせします。
※各予防接種については、4月1日以降、市のホームページ及び市報をご覧ください。
�以上のお問合せは、市立保健センター�042-565-5211まで。
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〈
一
般
書
〉

�
や
さ
し
く
な
れ
た
ら
、
あ

な
た
は
も
う
一
人
ぼ
っ
ち
じ

ゃ
な
い

　

ノ
ル
ト , 

     
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー 
詩

�
「
大
人
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
の

た
め
の
段
取
り
力

　
　
　

司
馬 
理
英
子 
監
修

�
ユ
ダ
ヤ
人
と
近
代
美
術

　
 　

圀
府
寺 
司 
著

�
昭
和
の
ヤ
バ
い
漫
画

　
　
　

キ
ク
タ 
ヒ
ロ
シ 
著

〈
児
童
書
〉

�　

歳
の
小
学
生

１９

　
 
久
郷 
ポ
ン
ナ
レ
ッ
ト
・

　
　
　
　

久
郷 
真
輝 
共
著

�
ま
ん
げ
つ
の
夜
、
ど
か
ん

ね
こ
の
あ
し
が
い
っ
ぽ
ん

　
　
　
　
　
　

朽
木 
祥 
作

�
文
房
具
の
や
す
み
じ
か
ん

　
　
　
　
　
　

土
橋 
正 
文

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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食物アレルギー・間違った知識を捨てる　
　食物アレルギーを起こしやすい食品を必
要以上に制限し、中にはそれで症状が悪化
する方もいて、残念でなりません。
　以前、小児のアレルギーを減らすには妊
娠・授乳中に卵や乳製品等、アレルゲンに
なりやすい食品を制限した方が良いという
仮説が提唱されていました。しかしそれは
誤りで、むしろ早めに慣れさせていった方
が食物アレルギーの頻度は低くなることが
分かりました。生後９か月までに、よくピ
ーナツを食べるイスラエルの子どもに比べ、
あまり食べない英国の子どもの方がピーナ
ツアレルギーが多い、という英国の研究報
告もあります。
　食物アレルギーには、皮膚に食品が付い
て起こるものもあります。皮膚に食品が付
いて慣れること（耐性）はないとされていて、
食べないとその食品に慣れる機会を失うこ
ととなり、更に悪化させてしまうこともあ
ります。
　食物アレルギーの症状の出方や重症度は
様々です。軽い湿疹や 蕁麻疹 だけの方から、

じ ん ま し ん

難治性のアトピー性皮膚炎（慢性湿疹）の方
もいます。一番危険なのは、アナフィラキシ
ーショック（アレルギー性のショック：死
に至ることもある）です。もちろん、生命の
危険まで伴う場合は、医師と相談して原因
食物を除去しなければなりません。しかし、
そうした反応がないのに除去するのは基本
的には間違いです。アレルギーにおける食
物制限は、アナフィラキシーショックなど
の重い症状を引き起こす食品に留めて、な
るべくたくさんの品が食べられてその人の
生活の質を落とさないように努力すること
が、現在のアレルギー診療のモットーです。
　食物アレルギーの診断は、最終的には食
べてみてどうなるか（ 経口 負荷）です。恐怖

けいこう

心や血液検査の結果だけに左右されないで、
まずはアレルギー専門医等に良く相談して、
最善の方法を考えていきましょう。

公益社団法人東大和市医師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
運
動

の
お
礼

　

１
月　

日
に
行
っ
た
成
人
式

１１

で
、
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ

る
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
は

が
き
は
公
益
財
団
法
人
ジ
ョ
イ

セ
フ
に
寄
贈
し
、
発
展
途
上
国

の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
／
社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

■
広
告
入
り
の
家
庭
廃
棄
物
指

定
収
集
袋
（
ご
み
袋
）
を
導
入

し
ま
す

　

こ
れ
は
、
市
の
歳
入
確
保
の

一
環
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署
〜
北
多

摩
西
部
消
防
少
年
団
員
に
な
り

ま
せ
ん
か

　

消
防
少
年
団
は
、
少
年
少
女

が
防
火
防
災
に
関
す
る
知
識
・

技
術
を
身
に
付
け
、
規
律
あ
る

団
体
生
活
や
奉
仕
活
動
を
通
じ
、

社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守

り
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
責

任
感
の
あ
る
大
人
に
育
つ
よ
う
、

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
は
毎
月
１
回
以
上
、
規
律

訓
練
、
消
火
訓
練
、
応
急
救
護

訓
練
、夏
季
野
外
活
動
等
で
す
。

　

市
内
在
住
の
平
成　

年
４
月

２８

か
ら
小
学
３
・
４
年
生
に
な
る

児
童
／
募
集
人
員　

若
干
名
／

応
募
期
限　

３
月　

日
貅
／
北

３１

多
摩
西
部
消
防
署
�　

―　

―

０４２

５６５

０
１
１
９
へ
。

■
東
大
和
警
察
署
〜
春
の
交
通

安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

先
立
ち
、
東
大
和
市
・
武
蔵
村

山
市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

協
力
の
も
と
、
春
の
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　3月31日（木） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 随時期 

・介護保険料 随時期 

・後期高齢者医療保険料 随時期 

������������������������������������

　

３
月　

日
貉
午
前
９
時
〜
午

２３

後
３
時
／
場
所　

東
大
和
市
ロ

ン
ド
桜
が
丘
フ
ィ
ー
ル
ド
（
桜

が
丘
市
民
広
場
）
／
東
大
和
警

察
署
�　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
除
草
・
清
掃
、
植
木
せ
ん

定
、
ご
家
庭
の
清
掃
・
食
事
作

り
、
自
転
車
整
理
、
施
設
管
理

な
ど
の
請
負
業
務
の
ほ
か
に
、

４
月
１
日
か
ら
、
多
種
多
様
な

働
き
方
が
で
き
る
労
働
者
派
遣

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明

会
に
参
加
し
、
登
録
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
市
内
に
居
住
す

る　

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

６０
欲
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解
し
、
賛

同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
登
録
で
き
ま
す
。
な
お
、

入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
場
合

は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

□
電
力
自
由
化
！
ど
の
電
気
を

え
ら
ぶ
？
（
東
大
和
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
会
）
／
３
月　

日
午
後
６

１９

時　

分
〜
８
時　

分
／
■場
中
央

３０

３０

公
民
館
／　

人
（
当
日
先
着
順
）

３０

／
電
力
自
由
化
を
住
民
・
消
費

者
目
線
で
考
え
る
／
■講
 

田
中
稔

／
■費
 
　

円（
資
料
代
）／
■問
 

井
上

３００

　

―　

―
２
９
５
０

０４２

５６６

□
第
４
回
交
流
会
（
合
唱
連
盟

　

周
年
記
念
）〔
合
唱
連
盟
〕
／

３０３
月　

日
午
後
１
時
〜
４
時
／

２０

■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
加
盟
団

体
の
合
唱
や
指
揮
者
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
独

奏
／
■問
 

脇
田　

―　

―
１
６
２

０４２

５６４

９□
災
害
時
の
心
の
準
備
―
あ
な

た
は
？
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）

／
３
月　

日
午
後
２
時
〜
４
時

２６

／
■場
中
央
公
民
館
／　

人
位
／

３０

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
い
ざ
と
い
う

時
の
備
え
に
し
ま
し
ょ
う
／
■講
 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
／
■持
 

タ

オ
ル
２
枚
／
■問
 

久
保　

―　

―

０４２

５６４

８
７
０
７

□
国
際
交
流
「
春
の
お
花
見
」

（
国
際
交
流
同
好
会
）
／
３
月　
２７

日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
雨

１１

天
中
止
）
／
■場
村
山
貯
水
池
駐

在
所
付
近
（
当
日
は
看
板
の
表

示
を
出
し
ま
す
）
／
外
国
の
方

と
一
緒
に
お
花
見
を
し
な
が
ら

交
流
を
楽
し
み
ま
す
／
■費
 
　

円
２００

（
小
学
生
以
上
）／
■持
 

弁
当
、
飲

み
物
／
■問
 

田
口　

―　

―
８
２

０４２

５６１

１
４

□
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
認

知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜
ケ
ア

と
運
動
に
つ
い
て
〜
」（
社
会
医

療
法
人
財
団
大
和
会
）
／
４
月

２
日
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分
／
■場
武
蔵
村
山
病
院
／
■講
 

瀧

島
亜
希
子
・
永
島
伸
悟
／
申
込

不
要
／
■問
 

大
和
会
法
人
本
部
広

報
企
画
課　

―　

―
８
３
０
７

０４２

５６７

□
介
護
者
の
つ
ど
い
（
介
護
者

の
つ
ど
い
東
大
和
）
／
介
護
中

の
方
等
／
①
４
月
６
日
②
４
月

　

日
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分

２１

３０

〜
３
時　

分
／
■場
①
や
ま
と
苑

３０

別
館
会
議
室
②
仲
原
集
会
所
／

介
護
の
悩
み
や
疑
問
な
ど
の
情

報
交
換
／
■費
 
　

円
（
参
加
費
）

１００

／
■問
 

田
村　

―
５
３
０
８
―
６

０９０

６
３
８

□
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
（
テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以

上
の
方
／
４
月　

日
午
前
８
時

１７

　

分
〜
午
後
６
時
（
予
備
日：

２０５
月
８
日
）
／
■場
東
大
和
市
ロ

ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
（
上
仲

原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
／
■費
 

１
人
二
千
円
（
中
学
生
、
高
校

生
は
千
円
）
／
■申
 

４
月
１
日
ま

で
に
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な

の
体
育
館
（
市
民
体
育
館
）
に

あ
る
台
帳
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
／
■問
 

テ
ニ
ス
連
盟h

y
t@
h
y
t

ennis.org

□
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
テ
ニ

ス
大
会（
テ
ニ
ス
連
盟
）／
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生

以
上
の
方
／
４
月　

日
（
予
備

２４

日：

５
月　

日
）
／
Ａ
は
午
前

２２

　

時
か
ら
、
Ｂ
は
午
前
８
時　

１０

２０

分
か
ら
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド

テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
（
上
仲
原
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
／
Ａ
は

中
・
上
級
者
、
Ｂ
は
初
心
者
・

初
級
者
／
■費
 

１
ペ
ア
三
千
円

（
大
人
と
中
学
生
・
高
校
生
ペ

ア
は
二
千
円
、
中
学
生
・
高
校

生
の
み
の
ペ
ア
は
千
円
）
／
■申
 

４
月
８
日
ま
で
に
東
大
和
市
ロ

ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
（
市
民

体
育
館
）
に
あ
る
台
帳
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
／
■問
 

テ
ニ
ス
連

盟hyt@
hytennis.org

□
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

（
悠
々
ダ
ン
ス
の
会
）
／
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、
金

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
／
■場
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
他
／
現
役
の
若

手
男
性
プ
ロ
が
指
導
／
■月
 

五
千

円
／
■問
 

木
下　

―
２
６
５
６
―

０９０

２
３
４
３

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

広告の内容袋の種類

㈱エコス
特小袋（5褄）

小 袋（10褄）

東大和市清掃事業協同組合中 袋（20褄）

新明和工業㈱大 袋（40褄）
※広告内容は、指定収集袋の種類によって異な
り、 今後、順次取扱店に並ぶ予定です。
※広告のない指定収集袋も、引き続き使用でき
ます。
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●綾戸智恵 コンサート2016
～DO JAZZ～

　４月１７日豸午後３時開演／
大ホール　全席指定／一般
５,０００円（友の会4,500円）、ペ
ア券８,０００円／未就学児の入
場はご遠慮ください。

チケット発売中の自主事業

　ジャズ・シンガー綾戸智恵
がいよいよ東大和に登場です。
圧倒的な歌声でポピュラーか
らジャズに至るまで、パワフ
ルなステージをお届けします。
●劇団四季ファミリーミュー
ジカル「エルコスの祈り」
　５月４日（祝日）午後１時
開演／大ホール　全席指定／
大人５,０００円（友の会4,500円）、
小学生以下３,０００円（公演当日
３歳以上小学６年生以下）、
３歳未満のひざ上鑑賞は無料。

。
 

●オペラの旅～姉妹編～
　３月３０日 貉正午開演／入場

ロビーコンサート

無料／出演　鈴木和輝（ピア
ノ）、小澤理紗（ソプラノ）、
檜山知美（ソプラノ）
。
 

●グループ活動を紹介する
「はみんぐカード」掲示スペ
ースができます
　市内を中心に活動している
サークルや団体のＰ Ｒとして、
皆さんの活動を紹介しません
か。専用用紙（はみんぐカー
ド）に記入し、ハミングホー
ルの受付に提出してください。
専用用紙はハミングホール・
市内の公民館にて配布してい
ます。　

 

　市民を対象とした調整会議
は、４月１日貊午後１時３０分
から行います。

ハミングホールからのお知らせ

４月の施設利用の申込み
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■
平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保

２８

険
料
額
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

２８

２９

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
一
万
六
、
二
六
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て

く
だ
さ
い
。
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
１
年
分
ま
た
は

６
か
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た

月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

◎
一
年
前
納
額

　
　
　

一
九
万
一
、
六
六
〇
円

◎
６
か
月
前
納
額

　
　
　
　

九
万
六
、
七
七
〇
円

　

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成　

年
度
学
生
納
付
特
例

２８

（
猶
予
）
の
受
付
は
４
月
か
ら

　
　

歳
以
上
の
方
は
国
民
年
金

２０
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生

で
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
申
請
は
４

２８

月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
に
は
学
生
証
、
印
鑑
が
必

要
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

猶
予
は
承
認
期
間
の
始
期
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、 申
請
が
遅
れ
る
と
、

保
険
料
が
未
納
と
な
り
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
保
険
料
の
追
納
制
度

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部

免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
や

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

時
と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
等
の
期
間
は

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か

１０ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
、
納
付
特
例
制
度
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
追
納
申
込
書
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日：

午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年４月大・小ホール
平成２８年１０月その他の施設

大人になるってどういうこと？
　１月 １１ 日、ハミングホールにて「第 ６２ 回東
大和市成人式」が行なわれました。縁あって私
も出席させていただくことができました。
　ハミングホールの入り口付近は晴れ着に身を
包んだ新成人たちで溢れ、明るく華やかな雰囲
気が漂っていました。若い人たちが笑いさざめ
く間を通り、会場に入って式の開始を待ちまし
た。
　午後１時になると同時にステージの幕が上り
ました。来賓の方々が壇上に姿勢正しく座って
いらっしゃるのが見えました。開式の辞があり
式が始まりました。
　ところが、式が始まって 20 分が過ぎても次
から次へと会場に入ってくる新成人の流れが止
まりませんでした。その上、まわりにお構いな
しに大きな声でおしゃべりしたり、会場内をう
ろうろしたり、離れたところにいる友達になに
か叫んだりしている人もいました。会場は 喧噪 

けんそう

に包まれ、来賓のお話しもよく聞こえません。
こんなことってあるでしょうか。ごく控えめに
言って「びっくりぽんや」という気分でした。
　まず、プログラムに午後１時開式とあるので
すから、これはもう午後０時 5 5 分には着席し
ているべきでしょう。「始まりますよ」と言われ
なくても、自分で時計を見て行動しなければな
りません。また遅れてしまった場合でも、まわ
りを気遣いながら速やかにそっと入ってくるべ
きでしょう。大人になるとは、おそらくそうい
うことの積み重ねです。
　私も決して褒められた 2 0 歳ではありません
でした。何十年もかけて、あのころよりは大人
になったと思います。20歳は大人の入り口です。
新成人の皆さん、大人の世界にようこそ。一緒
に頑張りましょう。　　　（市民記者　森脇千春）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

ちょこっと共済　
　交通事故にあった時に、見舞金を受けられます。加入対象
は、市内に住民登録をしている方です。掛け金・見舞金は下
表のとおり。お問合せは、土木課・内線 1213 まで。

BコースAコース

500円1,000円掛け金（年額）

2万円～16万円3万円～25万円傷害
見舞金

150万円300万円死亡


